
隆

堯

法

印

の

教

化

ε

撰

述

(4)

 

郁

芳

隨

圓

▼

隆

堯

注

印

は

近

江

淨

土

門

の

元

砠

ε

も

云

ふ

べ

き

人

で

あ

る
。日

本

淨

土

激

が

元

祗

注

然

上

人

に

依

も

て

大

成

さ

れ

た

る

こ

ざ

は

異

論

の

無

き

所

な

る

べ

き

も
、若

し

法

然

上

人

の

滅

後

の

淨

土

歡

特

に

淨

土

宗

に

於

て
、學

解

簿

統

の

表

面

的

人

物

ざ
、隱

遁

實

修

の

信

仰

的

人

物

ε

の

大

様

二

個

の

流

れ

の

存

す

る

觀

察

を

許

す

な

ら

ば
、隆

堯

は

正

し

く

隱

遁

實

修

信

仰

的

人

物

の

翹

楚

蓬

も

云

ふ

べ

き

人

で

あ

ら

う
。左

に

其

の

漱

化

及

眞

蹟

の

大

要

を

摘

録

し

て

見

よ

う
。

淨

嚴

房

隆

堯

法

印

は

江

州

栗

太

郡

河

邊

佐

々

木

義

成

の

嫡

男

な

り
。應

安

二

年

庚

戍

正

月

二

十

五

日

に
誕

生

す
。京

の

翼

氏

に

外

典

を

學

び

て

一
聞

千

悟

ε

稱

す
。永

和

三

年

の
春
、叡

山

に
登

り

て

剃

染

す
、時

に

九

歳
。遂

に

薫

修

功

積

り

て

法

印

大

和

術

位

に

進

む
。然

る

に

思

ひ

を

聖

歡

に
・潜

め

意

を

十

乘

の

觀

智

に

凝

す

ピ

雖

へ
こ

も
、難

解

難

入

に

し

て
、修

證

容

易

な

ら

す
。之

に

於

て

か
、如

何

に

し

て

生

死

を

離

る

べ

き

や

ε

滿

山

の

諸

曾

は

更

な

り
、國

界

の

靈

場

に

普

く

所

願

を

凝

め

ら

る
。就

中

石

山

寺

に

歩

を

運

ぷ

こ

ε
、應

永

八

年

十

月

よ

り

應

永

十

一
年

⊥
ハ
月

に

至

る

三

十

三

個

月

間

な



り
。此

の

時

向

阿

上

人

の

三

部

の

假

名

抄

を

授

か

る

ε
云

ふ
。(法

印

の

三

部

の

假

名

抄

の

喙

に

日

く

爰

に

隆

蕘

向

阿

上

人

の

正

忌

に

丁

り

て
、靈

夢

の

奇

瑞

を

威

得

す

ε
)三

部

の

假

名

抄

を

授

か

り

て

後

は
、四

門

を

出

で

丶
、向

阿

上

人

の
遺

跡

淨

華

院

の

定

玄

僣

正

の
室

に

入

り
、以

て

吉

水

の

流

れ

を

汲

む
。同

年

即

ち

應

永

十

一
年

三

十

亠
ハ
歳

の

多

、栗

太

郡

金

勝

山

の

奥

の

峰

な

る

金

勝

寺
(聖

武

天

皇

の
勅

願
、頁

辨

僣

正

の

開

基
)の

草

菴
(金

勝

寺

の

動

岩

の

東

方

に

淨

嚴

房

屋

敷

ε

稱

す

る

も

の

今

に

む

む

む

む

　

む

む

　

む

　

む

む

在

り

ε

云

ふ
)に

跡

を

晦

ま

し
、訪

は

ぬ

は

人

の

倩

け

な

り

け

り

ε

て

課

佛

八

萬

四

千

の

外

は

他

事

な

か

り

き
。然

.ε

も

其

の

徳

世

に
隱

れ

な

か

り

し

か

ば
、我

れ

先

き

に

供

養

せ

む

ご

訪

ひ

來

れ

る

も

の

甚

だ

多

く
、幽

閖

の

地

却

つ

て

市

の

如

し

ご

云

ふ
。

應

永

二

十

年

の

頃
、奥

の

峰

を

出

で
、金

勝

寺

の
東

阪
(奥

の

峰

よ

り

五

十

丁

下

る
)に

庵

を

結

び

弘

法

の

道

場

ざ

定

む
。
・

書

寫

及

び

撰

述

應

永

二

十

年

暮

秋

上

旬

應

永

二

+

一
年

騨
仲

多

中

旬

看

病

用

心

抄
(悟

眞

寺

隹

亅

能

選

抄
(蓮

華

谷

作
}1

ー
壹

冊

往

生

要

集

十

樂

抜

書
f

紳

子

問

答

扱

晝

慈

巧

作

、1

㎝

cil>



應

永

二
十

亠ハ
年

極

月

中

旬

同

年

應

永

三

十

年

膜
年

正

月

二
十

五

日

應

永

三

十

年

仲

秋

下

旬

應

永

三

十

二

年

後

六

月

三

日

永
亨

二
年

四

月

二

十

五

日

永

亨

三

年

永

亨

五

年

念

佛

現

盆

事

念

佛

現

世

利

盆
、黒

谷

上

木

淨

土

諸
.要

交

集

「
三

部

假

名

抄

印

刻

丁

纏

閤
兼
莨
公
書

τ

四

明

頁

俊

法

印
功

徳

圭

念

佛

安

心

大

要

抄

印

刻

彫

刻

檀

主

法

印

頁

俊

禮
阿
作
鑿

.H

萱

冊

心

行

雜

決
ー
・

右

明
阿

の
所

堅

に
依

る

善

導

寺

淌

息

併

に
古

歌

漢

燈

第

七

卷

亠ハ
十

二
歳

稱

名

念

佛

奇

特

現

證
集

輯

録

十

王

修

善

抄

選

述

壹

珊

((i)



永

亨

六

年

發

名

能

可

利

父

子

援

書

寳

徳

元

年

配

冬

十

二

月

十

二

日

正

午

八

十

一
歳

往

生

聴

に

隆

阿

三

十

七

歳

法

印

の

法

話

當

流

の

意
、安

心

を

助

給

へ

の

二

字

に

習

ひ

入

れ
、起

行

を

故

の

一
字

に

脅

ひ

入

れ
、用

心

を

念

死

念

佛

ξ

相

承

す

る

な

り
。云

は

く

安

心

ざ

は

三

ー5

な

b
、三

.心
の

要

は

阿

彌

陀

佛

に

鑼

命

す

る

な

り

露

命

は

帥

ち

助

け

給

へ
な

り
、助

け

給

.へ
に

三

心

は

自

ら

具

は

れ

り
。故

に

安

心

の

肝

要

を
、助

給

へ

の

二

字

に

脅

ひ

入

る

丶

な

り
。起

行

に

五

種

あ

り
、其

の

中

稱

名

の

一
行
、唯

是

れ

正

定

業

な

り
、順

彼

佛

願

故

ξ

説

か

れ

た

る

が
"故

に
、起

行

の

至

要

を

故

やの

一
字

に

習

ひ

入

る

丶
な

り
。此

の

心

行

共

に

退

轉

せ

ば
、即

ち

死

を

念

す

べ
し
、死

を

念

す

れ

ば
、そ

ら

に

助

給

へ

の

心

起
、り

て

念

佛

が

申

さ

る

丶

な

り
.故

に

吊

心

の

至

極

を

念

死

念

佛

ε

口

鯨

す

る

な

り
.
こ

れ

當

流

出

飜

の

故

實

な

り
。叉

淺

は

深

な

リ
ハ秘

藏

す

べ

し
。

ー
浄女
Y心
ε

は

歸

命

」即

ち

助

給

へ
な
び
り

ー

起

行

蓬

は

南

無

阿

彌

陀

佛

な

り
、順

彼

佛

願

故

な

り

厂

用

心

ε

賎

念

死

な

り
、出

息

不

待

入

息

(7)



隆
堯

眞

筆

の
寫

本

助

看

病

用

心

抄

併

に
往

盤

要

集

十

樂

ー

奥

耋
駄
干

時

應

永

二

十

蹼
季

暮

秋

上

旬

之

比

於

江

洲

金

勝

寺

東

谷

草

菴

爲

末

代

利

盆

書

寫

之

訖

右

筆

天

台

沙

門

隆

堯

後

見

南

無

阿

彌

陀

佛

十

返

神

子

問

答

抜

書

塁

馳

時
應

永
二
+

一
岬
年
仲
多

中
旬

之

比
於
金

勝
寺
東

谷
草
菴

爲

末
代

利
盆
寫

之
畢

思

利

生

ノ
爲

慰

寒

冷

之

痛

吹

手

染

筆

訖

後

見

念

佛

十

返

右
筆

天

台

沙

門

隆

堯

花
押

心

行

雜

決

鼻

書
、干

時

應

永
世

喉

季

仲

秋

下

旬

・
比

於

江

州

金

勝
谷

草

菴

依

明

阿

所

堅

寫

之
者

也

右

筆

沙

門

隆

堯

右

三

冊

筆

蹟

同
樣

奥

書

丈

案

同
型

紙

質

亦

同

じ

善

導

寺

御

淌

息

及

古

歌

奥

書
、于

時

應

永
三

-}-
1
j
肛

季

後

亠ハ
月

三

日

沙

門

隆

堯

書

之



奥

書

様

式

紙

質

前

ご
異

れ

ご

も

署

名

は

一
見

に
し

て
前

ε

同

一
な

り

漢

語

燈

録

第

七

卷

奥

堂
尽
氷
亨

二

頗

年

四

月

二
十

五

日

於

金

勝

寺

谷

草

菴

書

寫

之

畢

南

無

阿

彌

陀

佛
緩
槻

右

筆

注

印

隆

堯

六

十

二

奥

書

書

體

倶

に
前

者

ε

同
様

嗅

筆

な

b

忽
澂

叉

之

に
奥

書

を

附

し

て

曰

は

く

隆

議

法

印

眞

筆

黒

谷

漢

語

灯

録

第

七

卷

一
冊

附

江

州

淨

嚴

院

常

住

畢

元

祿

+

年

日
孟

夏

二

+

七

日

誰

東

獅

谷

忽

澂

花
押

發

名

能

可

利

父

子

扱

書ぬさ

奥

書
、于

時

永
亨

八

廊
年

十

月

二

十

六

日

於

江

州

金

勝

寺

谷

草

菴

書

寫

之

畢

右

筆
∴
法
印

隆
三
莞
亠ハ
十

八

出威

淨

嚴

院

十

四

世

興
譽

は

此

扱

書

は

開

山

隆

堯

法

印
眞

筆

也

出

場

正

壽

寺

爲

得

譽

欣

西

菩

提

國

松

是

念

令

寄

附

訖

仍

令

修

補

永

爲

常

住

物

者

也

ご
奥

書

せ
り
。
ー6

行

雜

決

ε

共

に
元

祿

十

五

年

九

月

興

譽

に
依

り

常

佳

物

ε

し

叉
修

補

せ
ら

れ

た

る
も

の
な

り
。紳

子

問

答
、看

病

用

心

抄

は

(9)



元

祿

十

大

年

五

月

是

亦

興

譽

に

依

り

修

補

せ

ら

れ

常

住

物

.し
な

る

馬

念
佛
安

心
大

要
抄
援

書

奧

書
于
時

應
丞

二
+

喉
正
月

二
+

五

日
也

印

本

右

筆

天
台

隆

堯

刻

彫

檀

主

法

印

良

俊

寳

永

元

岬

年

+

二

月

日

中

江

氏

房
常

謹

書

寫

之

寳

永

元

年

は

應

永

三

十

年

よ

り

二

百

八

十

年

後

な

り

淨

土

諸

要

交

集

奥

童
臥
應

永

二

十

⊥ハ
妃

年

極

月

中

旬

候

集

之

天

台

沙

門

隆

堯

在

判

嘉

吉

二

年

六

月

十

二

日

於

谷

御

房

書

寫

者

也

隆

阿

律

師

隆

寛

相

觴

申

畢

嘉

吉

二

年

は

應

永

二

十

六

年

を

去

る

二
十

三

年

に

て
隆

堯

七

十

四

歳
、隆

阿

三

十
歳

の
時

な

り

隆

阿

は
隆

堯

の

嗣

法

隆

寛

は
隆

阿

の
弟

子

な

る
が

其

簿

未

詳

安

.心
起

行

作

業

抄

奥

畫
只
應

永

二
十

八

年

僻
正

月

十

五

日

書

寫

畢

(10)



沙

門

光

班

星

霜

五

十

二

干

塒

永

正

十

一
年

於

金

勝

寺

谷

草

菴

筆

功
畢

沙

門

宣

譽

南

無

阿
彌

陀
!佛

後

見

一
返

谷

常

什

物

宗

賢

寄

進

之

宣

譽

筆

寫

の
年

代

永

正

十

一
年

に

て

は

光

璋

が
寫

せ

し

應

永

二

十

八

年

よ

り

九

十

八

年

を

隔

て

丶
信

長

の
安

土

城

天

正

四

年

二
月

ε

は

七

十

二

年

前

に

て
、谷

常

住

物

ご

云

ふ

は
金

勝

寺

谷

の
盛

時

な

れ
ば

金

勝

谷

の

一
儔

の
寫

せ

し

も

の

な

ら

む
、倚

光

壇

ご
稱

す

る
も

隆

堯

ε

は

別

人

な
ら

む

か
、隆

堯

は

應

永

二

十

入

年

は

星

.霜

五

十

三

な

り

街

此

書

の
奥

書

に

本

に

云

は

く

此

書

は

嵯

峨

二
曾

院

經

藏

に
在

之
此

女

者

是

源

室

上

人

御

作

秘

藏

之

書

也

嵯

峨

二

奪

院

經

藏

に
正

本

在

之

上

人

御

作

内

此

書

秘

藏

之

間

嵯

峨

道

歡

聖

人

雖

納

庫

藏

有

事

便

寫

之
去

・

嵯

蛾

聖

信

上

人

聖

激

目

録

内

云

法

然

上

人

安

心

起

行

作

業

抄

一
帖

云
・
'し
あ

り

此

の
奥

書

は

永

正

十

一
年

に
宣

譽

の
寫

せ

し
臺

本

の
奥

書

な

る

べ
し

滅

後

三

百

四

十

六

年

春

沙

門

信

冏

湖

東

三

僣
鯨

を

撰

す
.
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